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行 

（
目
的
） 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
大
学
等
（
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法

律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
大
学
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
在
学
す
る
学
生
等
（
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
学
生
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
（
以
下
「
奨
学
金
」
と
い
う
。
）
を

貸
し
付
け
、
又
は
給
付
し
、
も
つ
て
将
来
社
会
の
た
め
に
有
為
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
（
同
条
に
規
定
す
る
中

等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
同
条
に
規
定
す
る
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
、
法
第
百
二
十
四
条

に
規
定
す
る
専
修
学
校
の
高
等
課
程
若
し
く
は
専
門
課
程
又
は
法
第
百
三
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
の
高
等
課
程
（
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
準

ず
る
課
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
修
学
が
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
困
難

な
者
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
（
以
下
「
奨
学
金
」
と
い
う
。
）
を
貸
し
付
け
、

も
つ
て
将
来
社
会
の
た
め
に
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
奨
学
生
の
資
格
） 

（
奨
学
生
の
資
格
） 

第
二
条 

奨
学
金
の
貸
付
け
又
は
給
付
を
受
け
る
者
（
以
下
「
奨
学
生
」
と
い
う
。
）

は
、
次
の
要
件
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
条 

奨
学
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
者
（
以
下
「
奨
学
生
」
と
い
う
。
）
は
、

次
の
要
件
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

奨
学
生
の
生
計
を
維
持
す
る
者
が
、
貸
付
け
又
は
給
付
の
日
の
六
月
前
か

ら
引
き
続
き
区
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

一 

貸
付
け
の
日
の
六
月
前
か
ら
引
き
続
き
区
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
保
護

を
受
け
て
い
る
こ
と
。 

二 

（
略
） 
二 

（
略
） 

三 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

三 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

イ 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す

る
高
等
学
校
（
同
条
に
規
定
す
る
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
同
条

イ 
都
内
又
は
そ
の
隣
接
県
内
に
あ
る
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
の
高
等
課
程
又
は
各
種
学
校
の
高
等
課
程
（
以
下
「
高
等
学
校
等
」
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に
規
定
す
る
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。
）
若
し
く
は
高
等
専
門

学
校
（
第
三
学
年
に
限
る
。
）
、
同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修

学
校
（
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
高
等
課
程
又
は
同
法
第
百
三

十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
の
高
等
課
程
（
専
修
学
校
の
高
等

課
程
に
準
ず
る
課
程
を
い
う
。
）
を
卒
業
す
る
見
込
み
若
し
く
は
修
了
す

る
見
込
み
又
は
卒
業
後
若
し
く
は
修
了
後
二
年
以
内
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る

場
合
を
含
む
。
）
で
、
初
め
て
大
学
等
（
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
る
者
（
以

下
「
給
付
奨
学
生
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
確
認
大
学
等
（
法
第
二
条

第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
大
学
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
）
に
入
学
す

る
者
で
あ
る
こ
と
（
高
等
専
門
学
校
の
第
四
学
年
に
進
級
す
る
者
で
あ
る

こ
と
を
含
む
。
）
。 

と
い
う
。
）
に
進
学
し
、
又
は
在
学
す
る
こ
と
。 

 
ロ 

大
学
等
（
給
付
奨
学
生
に
あ
つ
て
は
確
認
大
学
等
）
に
在
学
し
て
い
る

学
生
等
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

高
等
学
校
等
を
卒
業
見
込
み
又
は
卒
業
後
二
年
以
内
（
こ
れ
に
準
ず
る

場
合
を
含
む
。
）
で
、
初
め
て
大
学
又
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
（
大
学

の
専
攻
科
、
別
科
及
び
大
学
院
そ
の
他
区
長
の
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以

下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
進
学
す
る
こ
と
。 

四 

同
種
の
奨
学
金
を
他
か
ら
借
り
受
け
て
い
な
い
こ
と
（
奨
学
金
の
貸
付
け

を
受
け
る
者
（
以
下
「
貸
付
奨
学
生
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
。 

四 

同
種
の
奨
学
金
を
他
か
ら
借
り
受
け
て
い
な
い
こ
と
。 

五 

学
業
成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
こ
と
（
給
付
奨
学
生
に
限
る
。
）
。 

 

（
奨
学
金
の
貸
付
額
及
び
貸
付
期
間
） 
（
奨
学
金
の
貸
付
額
及
び
貸
付
期
間
） 

第
三
条 

奨
学
金
の
貸
付
額
は
、
月
額
で
定
め
る
も
の
と
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
大
学
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
、
奨
学
金
の
給
付
額
、
奨
学
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
希
望

第
三
条 

奨
学
金
の
貸
付
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
範
囲
内
の
額
で
、
本
人
の
希
望
及
び
家
庭
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
、

区
長
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。 
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及
び
家
庭
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
、
区
長
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 
国
立
及
び
公
立
の
大
学
等
（
自
宅
通
学
の
場
合
） 

四
万
五
千
円 

一 

国
立
及
び
公
立
の
高
等
学
校
等 

月
額 

一
万
八
千
円 

二 

国
立
及
び
公
立
の
大
学
等
（
自
宅
通
学
以
外
の
場
合
） 

五
万
千
円 

二 

私
立
の
高
等
学
校
等 

月
額 

三
万
五
千
円 

三 

私
立
の
大
学
等
（
自
宅
通
学
の
場
合
） 

五
万
四
千
円 

三 

国
立
及
び
公
立
の
大
学
等
（
自
宅
通
学
の
場
合
） 

月
額 

四
万
五
千
円 

四 

私
立
の
大
学
等
（
自
宅
通
学
以
外
の
場
合
） 

六
万
四
千
円 

四 

国
立
及
び
公
立
の
大
学
等
（
自
宅
通
学
以
外
の
場
合
） 

月
額 

五
万
千

 
 

円 

 

五 

私
立
の
大
学
等
（
自
宅
通
学
の
場
合
） 

月
額 

五
万
四
千
円 

 

六 

私
立
の
大
学
等
（
自
宅
通
学
以
外
の
場
合
） 

月
額 

六
万
四
千
円 

２ 

前
項
の
自
宅
通
学
と
は
、
貸
付
奨
学
生
が
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
者
と
同
居

し
、
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
大
学
等
に
通
学
す

る
こ
と
を
い
う
。 

２ 

前
項
の
自
宅
通
学
と
は
、
奨
学
生
が
そ
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
と

同
居
し
、
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
大
学
等
に
通

学
す
る
こ
と
を
い
う
。 

３ 

区
長
は
、
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
入
学
に
際
し
て
必
要
と
す
る
資

金
を
、
三
十
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

４ 

奨
学
金
の
貸
付
期
間
は
、
貸
付
奨
学
生
が
そ
の
在
学
す
る
大
学
等
の
正
規
の

修
業
年
限
を
満
了
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
区
長
は
、
貸

付
奨
学
生
が
正
規
の
修
業
年
限
を
超
え
て
修
学
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
傷
病
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
貸
付
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

奨
学
金
の
貸
付
期
間
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
の
修
業
年
限
に
達
す

る
ま
で
の
期
間
中
と
す
る
。
た
だ
し
、
区
長
は
、
奨
学
生
が
修
業
年
限
を
超
え

て
修
学
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
傷
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
は
、
貸
付
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

４ 
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
入
学
に
際
し
て
必
要
と
す
る
資
金
を
、
同
項

第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
八
万
円
以
内
の
範
囲
で
、
同
項
第
二
号
に

該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
二
十
五
万
円
以
内
の
範
囲
で
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
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六
号
ま
で
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
三
十
万
円
以
内
の
範
囲
で
貸
し
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。 

（
奨
学
金
の
給
付
額
及
び
給
付
期
間
） 

（
入
学
祝
金
） 

第
三
条
の
二 
奨
学
金
の
給
付
額
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。 

第
三
条
の
二 

奨
学
生
が
高
等
学
校
等
に
入
学
し
た
と
き
は
、
入
学
祝
金
と
し
て

二
万
円
を
支
給
す
る
。 

２ 

区
長
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
入
学
に
際
し
て
必
要
と
す
る
資
金

を
、
別
表
第
二
の
と
お
り
給
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

３ 

奨
学
金
の
給
付
期
間
は
、
給
付
奨
学
生
が
そ
の
在
学
す
る
確
認
大
学
等
の
正

規
の
修
業
年
限
を
満
了
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
す
る
。 

 

（
奨
学
金
の
申
請
） 

（
申
請
） 

第
四
条 

奨
学
金
の
貸
付
け
又
は
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
区
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
区
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
四
条 

奨
学
金
の
貸
付
け
又
は
入
学
祝
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
貸
付
申
請
書
又
は
入
学
祝
金
支
給
申
請
書
を
区
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
奨
学
生
の
決
定
） 

（
奨
学
生
の
決
定
） 

第
五
条 

区
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
は
、
そ
の
内
容
を

審
査
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
奨
学
生
を
決
定
す
る
。 

第
五
条 

前
条
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
は
、
区
長
は
毎
年
度
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
奨
学
生
を
決
定
す
る
。 

（
保
証
人
） 

（
保
証
人
） 

第
六
条 

（
略
） 
第
六
条 

（
略
） 

（
奨
学
生
の
決
定
の
取
消
し
） 

 

第
六
条
の
二 

区
長
は
、
奨
学
生
が
第
二
条
各
号
（
第
二
号
及
び
第
五
号
を
除
く
。
）

の
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
場
合
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
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は
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
奨
学
生
の
決
定
（
以
下
「
決
定
」
と
い
う
。
）
を

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

一 
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
決
定
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

 

二 

奨
学
金
を
、
貸
付
け
又
は
給
付
の
目
的
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。 

 

 

三 

学
生
等
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

 

 

四 

学
業
成
績
が
著
し
く
不
良
と
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
（
給
付
奨
学
生

に
限
る
。
）
。 

 

（
奨
学
金
の
停
止
） 

（
奨
学
金
の
停
止
） 

第
七
条 

区
長
は
、
奨
学
生
が
第
二
条
第
二
号
の
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
場
合
は
、

奨
学
金
の
貸
付
け
又
は
給
付
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
七
条 

区
長
は
、
奨
学
生
が
第
二
条
の
資
格
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
場
合
は
、

奨
学
金
の
貸
付
け
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
奨
学
金
の
返
還
） 

（
奨
学
金
の
返
還
） 

第
八
条 

貸
付
け
を
受
け
た
奨
学
金
は
、
貸
付
期
間
終
了
の
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
後
十
二
年
以
内
に
お
い
て
、
年
賦
、
半
年

賦
又
は
月
賦
で
区
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

第
八
条 

奨
学
金
は
、
貸
付
期
間
終
了
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
経
過
し
た
後
、
高
等
学
校
等
に
係
る
奨
学
金
に
あ
つ
て
は
十
五
年
以
内
、

大
学
等
に
係
る
奨
学
金
に
あ
つ
て
は
十
二
年
以
内
に
お
い
て
、
年
賦
、
半
年
賦

又
は
月
賦
で
区
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

第
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
貸
付
け

を
受
け
た
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
も
ま
た
前
項
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
貸

付
奨
学
生
で
あ
つ
た
者
が
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
て
決
定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
又
は
奨
学
金
の
返
還
を
怠
つ
た
と
き
は
、
区

長
は
、
奨
学
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
繰
上
返
還
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

前
条
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
の
停
止
を
し
た
場
合
の
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い

て
も
ま
た
前
項
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
奨
学
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
奨

学
金
を
目
的
以
外
に
使
用
し
た
と
き
、
偽
り
の
申
請
、
そ
の
他
不
正
の
手
続
き

に
よ
つ
て
貸
付
け
を
受
け
た
と
き
又
は
返
還
金
の
支
払
を
怠
つ
た
と
き
は
、
区

長
に
お
い
て
貸
し
付
け
た
奨
学
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
繰
上
げ
返
還
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

。 
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３ 

貸
付
奨
学
生
で
あ
つ
た
者
が
、
進
学
、
傷
病
そ
の
他
正
当
な
理
由
の
た
め
に

貸
付
け
を
受
け
た
奨
学
金
の
返
還
が
困
難
な
場
合
は
、
区
長
は
、
申
請
に
よ
り

相
当
の
期
間
、
そ
の
返
還
を
猶
予
す
る
。 

３ 

奨
学
生
で
あ
つ
た
者
が
更
に
上
級
学
校
に
進
学
し
た
と
き
又
は
傷
病
そ
の
他

正
当
な
理
由
の
た
め
に
奨
学
金
の
返
還
が
困
難
な
者
に
は
申
請
に
よ
り
相
当
の

期
間
、
そ
の
返
還
を
猶
予
す
る
。 

４ 

給
付
奨
学
生
が
第
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
決
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
は 

区
長
は
、
期
限
を
定
め
て
、
給
付
し
た
奨
学
金
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
奨
学
金
の
返
還
免
除
） 

（
返
還
免
除
） 

第
九
条 

貸
付
奨
学
生
又
は
貸
付
奨
学
生
で
あ
つ
た
者
が
、
貸
付
け
を
受
け
た
奨

学
金
の
返
還
完
了
前
に
死
亡
、
傷
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
奨
学

金
の
返
還
が
特
に
困
難
な
場
合
は
、
区
長
は
、
申
請
に
よ
り
、
奨
学
金
の
全
部

又
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
九
条 

奨
学
生
又
は
奨
学
生
で
あ
つ
た
者
が
、
奨
学
金
の
返
還
完
了
前
に
死
亡
、

傷
病
そ
の
他
特
別
の
理
由
の
た
め
奨
学
金
の
返
還
が
特
に
困
難
な
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
奨
学
金
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
貸
付
奨
学
生
で
あ
つ
た
者
（
大
学
等
を
卒
業

し
、
又
は
修
了
し
た
者
に
限
る
。
）
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
場
合

は
、
区
長
は
、
申
請
に
よ
り
、
貸
し
付
け
た
奨
学
金
（
返
還
期
限
が
到
来
し
て

い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
全
部
の
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

一 

区
規
則
で
定
め
る
国
家
資
格
を
取
得
し
、
区
内
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業

所
で
当
該
国
家
資
格
を
要
す
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
五
年
以

上
で
あ
る
こ
と
又
は
区
内
に
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
を
有
す
る
中

小
企
業
者
（
中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
を
い
う
。
）
の
区
内
の
事
務
所
若
し

く
は
事
業
所
で
勤
務
し
た
期
間
が
通
算
し
て
五
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 

 

二 

奨
学
金
の
返
還
を
怠
つ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。 

 

 

、 
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（
奨
学
金
の
利
息
等
） 

（
奨
学
金
の
利
息
等
） 

第
十
条 

奨
学
金
の
利
息
は
無
利
子
と
す
る
。
た
だ
し
、
返
還
期
日
ま
で
に
奨
学

金
の
返
還
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
奨
学
金
に
対
す
る
返
還
期
日
の
翌
日
か
ら
返
還
の
日
ま
で
の
返
還

期
日
の
翌
日
に
お
け
る
法
定
利
率
に
よ
る
違
約
金
を
徴
収
す
る
。 

第
十
条 

奨
学
金
の
利
息
は
無
利
子
と
す
る
。
た
だ
し
、
期
限
ま
で
に
奨
学
金
の

返
還
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
正
当
の
理
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
返
還
す
べ
き
金
額
に
つ
き
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
返
還
期
限

の
翌
日
か
ら
奨
学
金
の
返
還
の
日
ま
で
の
日
数
に
よ
つ
て
計
算
し
た
違
約
金
を

徴
収
す
る
。 

 
 

（
中
略
） 

（
後
略
） 

 
 

別
表
第
一 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

 

別
表
第
二 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

 

 
 

付 

則 
 

（
施
行
期
日
） 

 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
た

だ
し
書
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

 

２ 

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
港
区
奨
学

資
金
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
こ

の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
貸
し
付
け
る
奨
学
資
金
（
以
下
「
奨
学
金
」
と
い

う
。
）
又
は
給
付
す
る
奨
学
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
貸
し
付
け
た
奨
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学
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
港
区
奨
学
資
金

に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
三
号
イ
に
該
当
し
て
同
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る

奨
学
生
の
決
定
を
受
け
た
者
の
同
条
例
第
二
条
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
高
等
学

校
等
の
修
業
年
限
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
に
係
る
奨
学
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
条
例
第
二
条
、
第
三
条
及
び
第
六
条
の
二
か
ら
第
九
条
ま
で
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

４ 

改
正
後
の
条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
及
び
改
正
後
の
条
例
第
五
条
の

規
定
に
よ
る
奨
学
生
の
決
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
。 

 

５ 

改
正
後
の
条
例
第
十
条
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
の

期
間
に
係
る
違
約
金
の
計
算
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
違
約

金
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 
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（改正案） 

別表第１ 奨学金の給付額（第３条の２関係） 

区 分 

給付額（月額） 

当年度分の区市町
村民税のうち所得
割課税額が 100 円
以上25,600円未満
の世帯 

当年度分の区市町
村民税のうち所得
割課税額が 25,600
円以上68,400円未
満の世帯 

当年度分の区市町
村民税のうち所得
割課税額が 68,400
円以上87,800円未
満の世帯 

大 

学 

学
部
（
夜
間
学 

部
を
除
く
。
） 

国立及び公立（自宅通学） 24,600 円 49,200 円 24,600 円 

国立及び公立（自宅通学以外） 37,100 円 74,200 円 37,100 円 

私立（自宅通学） 32,200 円 64,400 円 32,200 円 

私立（自宅通学以外） 44,700 円 89,400 円 44,700 円 

夜
間
学
部 

国立及び公立（自宅通学） 17,200 円 34,300 円 17,200 円 

国立及び公立（自宅通学以外） 29,700 円 59,300 円 29,700 円 

私立（自宅通学） 22,700 円 45,500 円 22,700 円 

私立（自宅通学以外） 35,200 円 70,500 円 35,200 円 

短
期
大
学 

学
科
（
夜
間
学 

科
を
除
く
。
）  

国立及び公立（自宅通学） 20,600 円 41,100 円 20,600 円 

国立及び公立（自宅通学以外） 33,100 円 66,100 円 33,100 円 

私立（自宅通学） 30,000 円 60,000 円 30,000 円 

私立（自宅通学以外） 42,500 円 85,000 円 42,500 円 

夜
間
学
科 

国立及び公立（自宅通学） 15,200 円 30,300 円 15,200 円 

国立及び公立（自宅通学以外） 27,700 円 55,300 円 27,700 円 

私立（自宅通学） 22,700 円 45,500 円 22,700 円 

私立（自宅通学以外） 35,200 円 70,500 円 35,200 円 

 

高
等
専
門
学
校 

国立及び公立（自宅通学） 12,400 円 24,700 円 12,400 円 

国立及び公立（自宅通学以外） 18,000 円 35,900 円 18,000 円 

私立（自宅通学） 28,400 円 56,700 円 28,400 円 

私立（自宅通学以外） 33,900 円 67,700 円 33,900 円 

専
修
学
校 

学
科
（
夜
間
学 

科
を
除
く
。
）  

国立及び公立（自宅通学） 14,400 円 28,700 円 14,400 円 

国立及び公立（自宅通学以外） 26,900 円 53,700 円 26,900 円 

私立（自宅通学） 29,100 円 58,300 円 29,100 円 

私立（自宅通学以外） 41,600 円 83,300 円 41,600 円 

夜
間
学
科 

国立及び公立（自宅通学） 12,100 円 24,100 円 12,100 円 

国立及び公立（自宅通学以外） 24,600 円 49,100 円 24,600 円 

私立（自宅通学） 23,600 円 47,200 円 23,600 円 

私立（自宅通学以外） 36,100 円 72,200 円 36,100 円 

通信による教育を行う大学、短期大学及び専
修学校 

1,500 円 2,900 円 1,500 円 

備考 
１ この表において「所得割課税額」とは、地方税法（昭和２５年法律第２２６号）第２９２条第１項第２
号に規定する所得割の額をいう。ただし、当該所得割の額を計算する場合には、区規則で定めるところに
より、同法の規定を適用する。 

２ ４月分から９月分までの給付額におけるこの表の適用については、同表中「当年度分」とあるのは、「前
年度分」と読み替えるものとする。 

３ この表において「自宅通学」とは、給付奨学生がその生計を維持する者と同居し、又はこれに準ずると
認められる場合であつて、確認大学等に通学することをいう。 
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（改正案） 

別表第２ 入学に際して必要とする資金の給付額（第３条の２関係） 

区 分 

給付額 

当年度分の区市町
村民税のうち所得
割課税額が 100 円
以上25,600円未満
の世帯 

当年度分の区市町
村民税のうち所得
割課税額が 25,600
円以上68,400円未
満の世帯 

当年度分の区市町
村民税のうち所得
割課税額が 68,400
円以上87,800円未
満の世帯 

大 

学 

学
部
（
夜
間
学 

部
を
除
く
。
） 

国立及び公立 94,000 円 188,000 円 94,000 円 

私立 86,600 円 173,300 円 86,600 円 

夜
間
学
部 

国立及び公立 47,000 円 94,000 円 47,000 円 

私立 46,600 円 93,300 円 46,600 円 

短
期
大
学 

学
科
（
夜
間
学 

科
を
除
く
。
）  

国立及び公立 56,400 円 112,800 円 56,400 円 

私立 83,300 円 166,600 円 83,300 円 

夜
間
学
科 

国立及び公立 28,200 円 56,400 円 28,200 円 

私立 56,600 円 113,300 円 56,600 円 

高
等
専
門
学
校 

国立及び公立 28,200 円 56,400 円 28,200 円 

私立 43,300 円 86,600 円 43,300 円 

専
修
学
校 

学
科
（
夜
間
学 

科
を
除
く
。
）  

国立及び公立 23,300 円 46,600 円 23,300 円 

私立 53,300 円 106,600 円 53,300 円 

夜
間
学
科 

国立及び公立 11,600 円 23,300 円 11,600 円 

私立 46,600 円 93,300 円 46,600 円 

通信による教育を行う大学、短期大学及び専
修学校 

0 円 0 円 0 円 

備考 
１ この表において「所得割課税額」とは、地方税法第２９２条第１項第２号に規定する所得割の額をいう。
ただし、当該所得割の額を計算する場合には、区規則で定めるところにより、同法の規定を適用する。 

２ ４月分から９月分までの給付額におけるこの表の適用については、同表中「当年度分」とあるのは、「前
年度分」と読み替えるものとする。 
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